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平
成
19
年
第
₄
回
定
例
会
が
12
月
₇
日
か

ら
12
月
19
日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
18
年
度
一
般
会

計
の
ほ
か
各
特
別
会
計
の
決
算
を
は
じ
め
、

一
般
会
計
補
正
予
算
案
や
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
な
ど
26
議

案
、
請
願
・
陳
情
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
₅
名
の
議
員
が
登
壇
、

市
政
運
営
に
関
わ
る
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
や
請
願
な
ど

各
常
任
委
員
会
で
慎
重
な
審
査
が
行
わ
れ
い

ず
れ
も
本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
や
請
願
な
ど

各
常
任
委
員
会
で
慎
重
な
審
査
が
行
わ
れ
い

ず
れ
も
本
会
議
で
可
決
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
つ
が
る
市
一
般
会

計
及
び
各
特
別
会
計
な
ど
歳
入
歳

出
決
算
書
が
監
査
委
員
の
審
査
を

経
て
提
出
さ
れ
、
予
算
決
算
特
別

に
お
い
て
慎
重
な
審
議
を
し
た
結

果
、
い
ず
れ
の
決
算
も
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
と

特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
決
算
額

は
、
歳
入
が
３
３
９
億
８
，
０
２

５
万
６
千
円
に
対
し
、
歳
出
が
３

３
４
億
６
４
８
万
８
千
円
と
差
引

き
５
億
７
，
３
７
６
万
８
千
円
と

な
り
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
２
億
７
，
８
２
６
万
円
を
除

い
た
実
質
収
支
額
は
、
５
億
４
，

５
９
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

基
金
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
末
の
10
億
１
，
８
３
７
万
９

千
円
に
対
比
し
、
11
．
１
％
増
の

11
億
２
，
７
７
１
万
円
と
な
り
ま

し
た
。又
、自
主
財
源
の
根
幹
を
な

す
市
税
は
、
22
億
４
，
１
６
７
万

円
と
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
１
．

６
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

財
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
経
常

収
支
比
率
、
公
債
費
比
率
が
い
ず

れ
も
高
く
、
財
政
の
硬
直
化
が
進

ん
で
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
市
の
財
政
状
況
が
厳

し
い
中
、
夕
張
市
の
よ
う
な
財
政

破
綻
を
防
ぐ
た
め
、
財
政
悪
化
の

早
期
是
正
策
と
し
て
、
昨
年
「
地

方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
」
が

成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
は

平
成
20
年
度
決
算
か
ら
健
全
度
を

測
る
指
標
を
一
般
会
計
、
公
営
事

業
会
計
も
合
わ
せ
た
「
連
結
実
質

赤
字
比
率
」
や
第
３
セ
ク
タ
ー
な

ど
も
加
え
た
「
将
来
負
担
比
率
」

な
ど
４
種
類
を
導
入
し
、
こ
れ
ら

の
指
標
を
も
と
に
「
財
政
健
全
化

団
体
」「
財
政
再
生
団
体
」
と
２
段

階
で
健
全
化
を
図
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

18
年
度
の
決
算
を
こ
れ
ら
４
つ

の
財
政
指
標
で
試
算
す
る
と
、
す

ぐ
「
財
政
健
全
化
団
体
」
に
な
る

数
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
財
政

見
通
し
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、

決
し
て
楽
観
視
で
き
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

よ
り
一
層
の
歳
出
削
減
策
を  

一般会計 単位：千円
会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 差引額

一 般 会 計 20,563,625 20,200,839 362,786
特別会計 単位：千円

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 差引額
土 地 取 得 特 別 会 計 5,273 5,273 0
農業集落排水事業特別会計 720,704 719,100 1,604
公共下水道事業特別会計 782,498 779,603 2,895
国民健康保険特別会計 5,218,651 5,062,069 156,582
老 人 保 健 特 別 会 計 3,296,506 3,296,506 0
介 護 保 険 特 別 会 計 3,376,170 3,326,269 49,901
宅地造成事業特別会計 16,829 16,829 0

合　　　　　計 13,416,631 13,205,649 210,982
※千円未満切り捨て

総　　　　　額 33,980,256 33,406,488 573,768
財政分析

区　　　　　分 平成18年度 平成17年度 比　較
財 政 力 指 数 0.25 0.23 0.02
経 常 収 支 比 率 94.7 93.7 1.0
公 債 費 比 率 16.6 14.7 1.9
実 質 公 債 費 比 率 15.5 − −
起 債 制 限 比 率 11.4 11.6 △0.2

平成18年度 つがる市各会計歳入歳出決算額

平成18年度一般会計決算及び各特別会計決算を認定

﹁未来への礎﹂を築くため 聖域なき歳出削減を
12
月
定
例
会
の
概
要

東北防衛局局長室で会談する議長ら
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監
査
委
員　

鎌　

田　

眞　

正　

　

合
併
３
年
目
と
な
る
本
市
の
財

政
状
況
は
、
大
き
く
な
っ
た
も
の

の
、
同
時
に
多
額
の
地
方
債
残
高

を
抱
え
て
お
り
、
自
主
財
源
に
乏

し
い
脆
弱
な
財
政
構
造
が
続
い
て

い
る
。
こ
れ
に
加
え
地
方
交
付
税

の
減
額
や
義
務
的
経
費
の
増
大
に

よ
り
、
財
政
の
硬
直
化
が
顕
著
で

あ
り
、
市
財
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
も
財
源
確

保
は
必
須
で
あ
り
、
自
主
財
源
の

根
幹
を
な
す
市
税
、住
宅
使
用
料
、

農
業
集
落
排
水
使
用
料
、
公
共
下

水
道
受
益
者
負
担
や
国
民
健
康
保

険
税
な
ど
の
中
に
は
、
多
額
の
不

納
欠
損
処
理
を
し
て
も
、
多
額
の

収
入
未
済
額
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
歳
入
の
確
保
に
は
最
大
の

努
力
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、歳
出
に
お
い
て
も
、行
財
政

全
般
に
わ
た
る
改
革
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
見
直
し
を
図
り
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
移
行
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
限
ら
れ
た
財
源
を
行
政
コ
ス

ト
の
削
減
に
努
め
、
効
率
的
な
運

営
を
し
、
福
祉
増
進
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に
３

億
６
，
５
９
３
万
１
千
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
、
２
１
７
億
８
，
３
１
４
万

１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
平
成
18
年
度
の
決
算
余
剰
金

や
各
事
業
の
進
捗
状
況
か
ら
事
業

費
を
精
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
所
要
の

補
正
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
増
額
》

●�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出

金　
　
　
　
　
　

１
０
３
万
円

●�

社
会
福
祉
法
人
健
誠
会
共
同
墓

地
工
事
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
７
万
円

●
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　

９
０
６
万
円

●
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　

４
，
４
９
１
万
円

●
保
育
所
運
営
費

　
　
　
　
　
　

１
，
４
０
７
万
円

●�

健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託

料　
　
　
　
　
　
　
　

96
万
円

●�

稲
穂
い
こ
い
の
里
ボ
イ
ラ
ー
取

替
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
９
万
円

●
除
雪
経
費

　
　
　
　
　
　

３
，
３
０
０
万
円

●
住
宅
管
理
費
修
繕
料

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

《
減
額
》

●
個
別
検
診
委
託
料

　
　
　
　
　
　

１
，
３
３
６
万
円

●�

農
業
振
興
費
県
の
補
助
事
業
の

精
査
に
よ
り

　
　
　
　
　
　

１
，
９
４
３
万
円

●�

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

繰
出
金

　
　
　
　
　
　

１
，
５
５
２
万
円

●�

豊
富
33
号
線
、
木
造
屏
山
線
橋

梁
費

　

�　

平
成
20
年
度
に
予
算
化
す
る

こ
と
か
ら
減
額

３
０
，
９
０
３
万
円

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

�　

消
費
税
還
付
金
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
税
務
署
の
錯
誤
に
よ

り
平
成
13
年
か
ら
平
成
17
年
ま

で
の
５
年
間
の
還
付
金
等
に
よ

り
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

４
１
８
万
１
千
円
を
減
額

　

予
算
総
額

　
　

６
億
７
，
４
８
２
万
４
千
円

●
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

�　

消
費
税
還
付
金
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
農
集
排
と
同
様
税
務

署
の
錯
誤
、
還
付
金
等
に
よ
り

減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
５
万
円

　

予
算
総
額

　
　

７
億
９
，
９
５
２
万
７
千
円

　
●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

�　

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

な
ど
今
年
度
の
支
払
実
績
が
見

込
み
よ
り
増
大
し
た
た
め
増
額

す
る
も
の
で
す
。　

　

２
億
３
，
４
５
４
万
９
千
円
を

　

増
額

　

予
算
総
額

　
　

57
億
８
，
８
７
３
万
９
千
円

●
老
人
保
健
特
別
会
計

　

�　

老
人
医
療
給
付
費
等
の
精
査

に
よ
り
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

２
，
７
９
５
万
５
千
円
を
増
額

　

予
算
増
額

　
　
　
　

35
億
７
，
１
４
５
万
円

●
介
護
保
険
特
別
会
計

　

�　

介
護
保
険
給
付
費
の
支
払
実

績
が
見
込
み
よ
り
増
大
し
た
た

め
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

�

３
億
６
，
７
８
７
万
７
千
円
を

増
額

　

予
算
総
額

　
　

35
億
４
，
６
１
９
万
１
千
円

　【
一
部
改
正
】

●�

つ
が
る
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�　

平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
で

国
保
税
の
納
税
義
務
者（
世
帯

主
）が
65
歳
以
上
で
、各
年
金
を

給
付
さ
れ
て
い
る
場
合
、
天
引

き
に
よ
る
特
別
徴
収
の
方
法
等

を
導
入
す
る
た
め
改
正
す
る
も

の
で
す
。

●�

つ
が
る
市
行
政
財
産
使
用
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
な

引
用
し
て
い
る
条
項
を
改
め
る

も
の
で
す
。

決
算
審
査
報
告

一
般
会
計
補
正
予
算

特
別
会
計
補
正
予
算

条
例
の
改
正･

一
部
改
正

除排雪作業の様子
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●�
つ
が
る
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

�　

条
例
に
お
い
て
無
料
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
戸
籍
に
関
す
る

証
明
手
数
料
に
つ
い
て
、
新
た

な
法
律
が
制
定
さ
れ
た
と
き
柔

軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
改
正
す

る
も
の
で
す
。

　
●�

つ
が
る
市
木
造
亀
ヶ
岡
考
古
資

料
の
保
存
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�　

市
内
３
ヶ
所
の
資
料
館
の
入

館
料
を
統
一
す
る
も
の
で
す
。

　●�

つ
が
る
市
保
育
所
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

�　

新
年
度
か
ら
川
除
保
育
所
、

丸
山
保
育
所
、
及
び
車
力
保
育

所
を
廃
止
す
る
こ
と
か
ら
削
除

す
る
も
の
で
す
。

●�

つ
が
る
市
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

�　

障
害
者
の
医
療
費
助
成
対
象

者
に
65
歳
未
満
と
65
歳
以
上
の

区
分
を
設
け
、
65
歳
以
上
の
者

は
、
高
齢
者
医
療
確
保
法
に
規

定
す
る
被
保
険
者
と
す
る
こ
と

を
明
示
し
、
老
人
保
健
法
を
高

齢
者
医
療
確
保
法
に
改
め
る
た

め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

●�

つ
が
る
市
霊
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

�　

つ
が
る
市
霊
園
の
埋
葬
場
所

の
返
還
方
法
に
つ
い
て
、
現
状

復
帰
し
て
返
還
す
る
よ
う
定
め

る
た
め
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

　
●�

つ
が
る
市
都
市
計
画
審
議
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
�　

都
市
計
画
審
議
会
の
構
成
員

を
現
在
の
10
人
か
ら
15
人
以
内

に
改
め
る
た
め
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

●�

つ
が
る
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

�　

柏
地
区
に
あ
る
鶴
山
団
地
の

建
替
え
が
完
了
し
取
り
壊
し
も

完
了
し
た
の
で
用
途
廃
止
す
る

た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

●�

つ
が
る
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防

セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

�　

蓮
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ

ン
タ
ー
が
完
成
し
設
置
す
る
た

め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
●�

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

　

�　

広
域
連
合
に
弘
前
大
学
の
医

師
一
人
を
顧
問
に
置
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
ほ
か
所
要

の
変
更
を
行
う
た
め
の
も
の
で

す
。

　
●�

市
道
路
線
の
認
定
の
件
に
つ
い

て

　

�　

柏
地
区
の
妙
堂
崎
・
五
所
川

原
線
、
弘
前
・
柏
線
な
ど
の
バ

イ
パ
ス
完
成
に
よ
り
県
道
が
つ

が
る
市
に
移
管
さ
れ
た
事
に
伴

い
７
路
線
を
認
定
す
る
も
の
で

す
。

　
　

　

本
定
例
会
に
次
の
意
見
書
が
議

員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
内
閣

総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
各
関
係
大

臣
に
意
見
書
を
提
出
い
た
し
ま
し

た
。

●�

道
路
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意

見
書

　

�　

道
路
は
市
民
生
活
の
向
上
と

活
力
あ
る
地
域
経
済
社
会
を
支

え
る
最
も
根
幹
と
な
る
施
設
で

あ
る
。
活
力
あ
る
経
済
に
支
え

ら
れ
た
ゆ
と
り
社
会
を
実
現

し
、
地
方
自
治
の
確
立
を
図
る

た
め
に
は
道
路
の
整
備
、
と
り

わ
け
地
方
の
道
路
整
備
を
、
緊

急
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

重
要
な
基
盤
と
な
る
道
路
整
備

の
推
進
の
た
め
の
財
源
確
保
を

求
め
る
も
の
で
す
。

●�

割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
に

関
す
る
意
見
書

　

�　

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
は
、
代
金

後
払
い
で
商
品
が
購
入
で
き
る

利
便
性
に
よ
り
消
費
者
に
広
く

普
及
し
て
い
る
一
方
、
強
引
・

悪
質
な
販
売
方
法
と
結
び
す
く

と
高
額
か
つ
深
刻
な
被
害
を
引

き
起
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
引
に
お
け
る

消
費
者
の
安
心
・
安
全
を
確
保

す
る
法
制
度
を
強
く
求
め
る
も

の
で
す
。

●市道（林ー立花線）舗装に関する請願書
　この請願は、木造
地区の林・立花線の
うち立花集落から約
900ｍの舗装につい
て、破損が著しいた
め舗装、改良を請願
しているものです。
この区間は、生活道
でもあり、小学校の
統合等により、利用

度が高まっており、又、雨天時には交通の危険度等が高まっ
ていることから舗装するよう求めているものです。

　　　　　請 願 者　立花行政連絡員
　　　　　　　　　　立花部落会長　白　戸　清　勝
　　　　　紹介議員　　　　　　　　　小笠原　　　忍

規
約
の
変
更

そ　
　

の　
　

他

意　
　

見　
　

書
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各
学
校
の
取
り
組
み
や
子
ど
も
達

の
頑
張
っ
て
い
る
姿
な
ど
、
市
民

の
方
に
対
し
教
育
広
報
「
仮
称
つ
が
る
市

の
教
育
」
を
発
行
し
、
情
報
発
信
す
る
考

え
は
な
い
の
か

半
田
教
育
委
員
会
次
長

現
在
、
各
学
校
に
お
い
て
、
子
ど
も

達
の
取
り
組
み
、
活
動
、
様
子
な
ど
「
学

校
だ
よ
り
」
と
い
う
形
で
対
処
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
一
部
で
す
が
柏
地
区
で

は
、
学
校
だ
よ
り
を
毎
戸
配
布
し
て
お
り

ま
す
。
最
近
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用

し
て
い
る
学
校
も
増
え
て
き
て
い
る
状
況

と
な
っ
て
お
り
、
又
、
市
の
広
報
に
そ
の

都
度
、
学
校
の
情
報
等
を
掲
載
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
す
ぐ
発
行
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
考
え
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

今
年
、
教
育
３
法
が
改
正
さ
れ
、
教
育
委

員
会
の
事
務
事
業
な
ど
議
会
に
報
告
し
、

公
表
す
る
と
い
う
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
今
後
、
学
校
で
の
取
り
組
み
を

含
め
て
、
皆
さ
ん
に
公
表
で
き
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
国
・
県
か
ら

具
体
的
な
形
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
２
、３
年
先
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

学
校
の
取
り
組
み
を
含
め
て
、
公
表
で
き

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
「
通
学
区
域
制
度
」
を

基
本
と
し
な
が
ら
、
子
ど
も
や
保
護

者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
弾

力
的
に
対
応
で
き
る
新
た
な
制
度
「
学
校

選
択
制
度
」
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
の

か

福
島
市
長

教
育
委
員
会
は
、
教
育
施
行
令
の
規

定
に
よ
り
、
就
学
す
べ
き
小
学
校
、
中
学

校
を
指
定
す
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
10
年
ほ
ど
前
に
通
学
区
域
の
弾
力
化

に
つ
い
て
、
臨
時
教
育
審
議
会
の
教
育
改

革
の
答
申
等
に
提
言
が
な
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
当
市
で
は
通
学
区
域
に
関
す
る
規
定

に
基
づ
い
て
、
就
学
す
る
学
校
を
指
定
し

て
お
り
ま
す
が
、
現
在
、
地
理
的
な
理
由

や
身
体
的
な
理
由
、
又
い
じ
め
や
家
庭
の

事
情
な
ど
、
児
童
・
生
徒
の
具
体
的
な
事

情
を
考
慮
し
、
相
当
と
認
め
る
時
に
は
区

外
の
就
学
を
認
め
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
学
校
選
択
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
は

お
り
ま
せ
ん
。

　

又
、
よ
く
学
校
関
係
の
会
議
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
か
ら
部
活
や
友
達
、
得
に
部
活
関
係

で
多
く
の
相
談
な
ど
を
聞
き
ま
す
が
、
学

校
と
し
て
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
も
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
分
の
間
、
学
校
選
択
制
度
に

つ
い
て
導
入
は
考
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

１
９
９
９
年
６
月
23
日
に
施
行
さ

れ
た
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
男

女
が
均
等
に
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会

的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と

が
で
き
、
共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会

と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
市
役

所
庁
内
の
推
進
体
制
の
整
備
状
況
、
当

市
の
計
画
策
定
状
況
に
つ
い
て
伺
う

福
島
市
長

庁
内
の
推
進
体
制
、
主
な
取
組
み

事
項
と
し
て
、
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両

立
、
或
は
介
護
、
休
業
制
度
の
整
備
、

又
、育
児
休
業
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

休
業
期
間
中
の
経
済
的
な
援
助
、
休
業

終
了
後
の
現
場
復
帰
な
ど
職
員
の
不
利

益
に
な
ら
な
い
こ
と
を
原
則
に
し
て
い

る
。
又
、
女
性
の
能
力
の
発
揮
、
或
は

職
務
拡
大
の
た
め
の
積
極
的
な
教
育
、

研
修
機
関
へ
参
加
し
て
い
た
だ
き
男
女

均
等
と
す
る
労
働
条
件
な
ど
環
境
を
整

え
た
、
庁
内
の
推
進
体
制
整
備
に
努
め

て
い
る
。

　

計
画
の
策
定
状
況
に
つ
い
て
は
、
平

成
19
年
３
月
に
つ
が
る
市
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
は
、
平
成

19
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
10
ヵ
年

で
、
市
民
意
識
調
査
や
市
の
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
会
の
母
体
と
な
っ
た
男

女
共
同
参
画
の
準
備
委
員
会
の
意
見
を

反
映
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
機
関
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
、
人
を
尊
重
し
、
思
い

や
り
と
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
る
街
を
基

本
理
念
と
し
、
各
種
施
策
を
展
開
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

諮
問
機
関
等
の
設
置
状
況
に
つ
い

て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

山
本
財
政
部
長

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
総

合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成
19
年
６

月
22
日
に
、
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

会
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
男
女
共
同
参
画
関
連
映

画
の
上
映
や
市
民
の
集
い
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
又
、
広
報
等
を
利
用
し
て

男
女
共
同
参
画
の
意
識
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

問答

一 般 質 問　ここが聞きたい

♦
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

三上　　洋
平政会

問答

問答

問

答

♦
「
教
育
広
報
」
の
発
行
に
つ
い
て

◆
「
学
校
選
択
制
度
」
の
導
入
に
つ
い
て

成田　克子
平政会
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平
成
20
年
度
予
算
に
お
け
る
基
本
方

針
、
重
点
項
目
に
つ
い
て
、
又
、
米

軍
再
編
交
付
金
の
利
用
計
画
に
つ
い
て

福
島
市
長

平
成
20
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
地

方
交
付
税
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
た
め
、

全
て
の
事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
し
、

又
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
の
構
築

を
図
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
、
各
部

局
に
指
示
を
し
て
い
る
。
又
、
平
成
20

年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、
収
入
ベ
ー
ス

で
大
き
な
財
源
不
足
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
歳
出
で
の
聖
域
の

な
い
大
幅
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
健
全
性
が
確
保

さ
れ
る
財
政
構
造
へ
の
転
換
に
向
け
た

取
り
組
み
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更

に
、
６
月
に
成
立
し
た
「
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
、
平
成
20
年
度
決
算
に
基
づ
く
指
標
か

ら
財
政
健
全
化
策
定
団
体
等
に
該
当
し
た

場
合
、
多
大
な
制
約
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
20
年
度
当
初
予
算
が
大
変
重

要
に
な
る
と
い
う
認
識
で
、
全
庁
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

重
点
項
目
に
つ
い
て
は
、
多
額
の
歳
入

不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
規
事

業
、継
続
事
業
と
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

現
在
の
予
算
編
成
の
段
階
で
は
、
継
続
事

業
で
あ
る
木
造
中
学
校
は
継
続
し
、
そ
の

他
の
継
続
事
業
に
つ
い
て
は
、
再
度
、
見

直
し
し
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

米
軍
再
編
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
東
北

防
衛
局
長
よ
り
平
成
19
年
度
分
が
３
億

７
，
７
８
７
万
７
千
円
と
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
に
基
づ
き
10
年
間
の
交
付
金
は
、
総

額
32
億
１
，
１
９
５
万
円
と
な
る
。
使
用

に
つ
い
て
は
、
駐
留
軍
等
の
円
滑
な
実
施

に
関
す
る
特
別
措
置
法
で
対
象
事
業
等
メ

ニ
ュ
ー
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
な
事

業
要
件
は
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
次
第
、
利
用
計
画

を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

行
政
改
革
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か

長
谷
川
総
務
部
長

平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の

５
ヵ
年
計
画
で
、
行
政
改
革
大
綱
、
集
中

改
革
プ
ラ
ン
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

行
政
改
革
大
綱
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
１

９
８
項
目
を
掲
げ
進
め
て
お
り
、
平
成
19

年
度
ま
で
に
１
４
４
項
目
、
進
捗
率
に
し

て
67
．
７
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
財
政

効
果
に
つ
い
て
、当
初
計
画
で
は
12
億
８
，

２
０
０
万
円
と
見
込
ん
で
お
り
、
３
年
目

で
あ
る
平
成
19
年
度
末
で
８
億
９
，
４
０

０
万
円
の
実
績
で
、
進
捗
率
に
し
て
69
．

８
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

稲
垣
地
区
の
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
取
得
す
る
採
草
畑
の
一
部
を

利
用
し
て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
等
の
体
験
型
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
温
泉
活
用
型
の
健
康

施
設
を
複
合
し
た
健
康
増
進
施
設
の
建
設

計
画
が
あ
る
の
か

福
島
市
長
、
長
谷
川
総
務
部
長

稲
垣
地
区
の
岩
木
川
河
川
公
園
内
に

専
用
の
９
ホ
ー
ル
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
備
え

て
い
る
た
め
、
既
存
の
施
設
を
利
用
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
面
建
設
す

る
計
画
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

補
足
説
明
で
す
が
、
当
初
計
画
で
は
整

備
す
る
予
定
で
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、

約
８
町
歩
も
の
土
地
と
い
う
こ
と
で
、
地

権
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
事
業
認
定
を

取
る
大
き
な
手
続
き
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

更
に
、
農
業
振
興
地
域
の
解
除
、
農
地

転
用
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
の
制
約
か
ら
時

間
を
要
し
ま
し
た
。
又
、
数
十
億
と
い
う

計
画
を
し
た
中
で
市
の
財
政
や
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
再
延
長
が
平
成
22
年
４
月
１
日
と

い
う
こ
と
で
期
間
的
な
こ
と
な
ど
の
課
題
に

よ
り
事
業
を
断
念
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

結
果
、
採
草
畑
の
整
備
事
業
と
健
康
増

進
施
設
の
２
つ
の
整
備
に
と
ど
め
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
と
い
う
こ
と
と
、
期

間
内
に
実
現
可
能
な
事
業
と
い
う
こ
と
で

進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

柏
地
区
の
農
産
物
直
売
所
は
物
産
館

と
し
て
平
成
２
年
に
開
設
し
て
以
来
、

合
併
後
も
立
地
条
件
な
ど
に
よ
り
来
客
数

も
多
く
、
売
り
上
げ
も
順
調
に
推
移
し
て

い
る
が
、
施
設
の
老
朽
化
が
ひ
ど
い
た
め

施
設
の
建
替
等
の
計
画
が
あ
る
の
か
伺
う

福
島
市
長

農
産
物
直
売
所
は
建
設
さ
れ
て
か
ら

18
年
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。

　

建
替
計
画
に
つ
い
て
は
旧
柏
時
代
か
ら

計
画
が
あ
り
、
現
在
、
市
の
過
疎
計
画
に

載
せ
て
お
り
ま
す
。
計
画
の
概
要
と
し
て

は
、
現
在
の
直
売
所
の
南
側
を
買
収
し
て

直
売
所
と
加
工
施
設
が
併
設
し
た
施
設
の

整
備
、
又
、
大
型
車
が
利
用
で
き
る
よ
う

駐
車
場
を
拡
幅
す
る
計
画
に
な
っ
て
お

り
、
今
後
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

♦
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

◆
柏
地
区
農
産
物
直
売
所
の
老
朽
化
に
つ
い
て

平川　　豊
平政会

♦
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

◆
行
政
改
革
に
つ
い
て

伊藤　良二
平政会

問答

問答

問答

問答

一　般　質　問　　　　　ここが聞きたい

柏地区にある特産品直売所
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十
三
湖
へ
岩
木
川
、
山
田
川
か
ら
の
土

砂
が
堆
積
し
、
浅
瀬
に
よ
り
漁
船
が

通
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
が
、
漁
業
振

興
対
策
と
し
て
県
に
対
し
要
望
な
ど
対
策

を
と
っ
て
い
る
の
か
。
又
、
屏
風
山
地
区
の

開
畑
事
業
に
つ
い
て
昭
和
42
年
に
着
手
さ

れ
、
水
中
ポ
ン
プ
・
配
管
な
ど
老
朽
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
早
急
な
対
応
策
が
必
要
と

考
え
て
い
る
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

福
島
市
長

十
三
湖
河
口
付
近
の
土
砂
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
木
村
代
議
士
や
建
設
省

の
先
生
方
な
ど
に
お
願
い
し
、
漁
業
関
係

者
ら
関
係
者
が
集
ま
り
現
場
を
視
察
し
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
岩
木
川
な
ど
の
河
口

は
建
設
省
、
シ
ジ
ミ
貝
に
つ
い
て
は
農
林

水
産
省
の
管
轄
、
土
砂
の
掘
削
に
つ
い
て

は
国
土
交
通
省
な
ど
管
轄
の
問
題
が
あ

り
、
結
論
は
で
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

引
き
続
き
、関
係
者
と
共
に
根
気
よ
く
、

要
望
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
屏
風
山
の
振
興
に
つ
い
て
も
、
防

衛
省
に
も
民
生
安
定
事
業
で
の
実
施
と
い

う
こ
と
で
陳
情
を
し
て
お
り
、
引
き
続
き

実
施
に
向
け
要
望
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

市
の
土
地
、
建
物
な
ど
財
産
管
理
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
又
、
市
の

財
産
、
建
物
に
つ
い
て
登
記
を
と
っ
て
い

る
の
か山

本
財
政
部
長

市
有
財
産
の
土
地
や
建
物
の
中
で
も
、

事
業
を
実
施
し
て
い
る
、
若
し
く
は
市
民

が
集
ま
る
よ
う
な
施
設
の
行
政
財
産
は
、

担
当
課
が
管
理
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
以

外
、
公
用
的
な
利
用
か
ら
外
れ
た
施
設
、

土
地
は
普
通
財
産
と
し
て
、
現
在
は
旧
町

村
そ
れ
ぞ
れ
の
支
所
で
管
理
し
て
お
り
ま

す
。
合
併
後
の
旧
町
村
の
所
有
名
義
と
な
っ

て
い
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
順
次
所
有
権
を

つ
が
る
市
へ
と
所
有
権
移
転
を
し
て
お
り
、

平
成
20
年
度
に
は
、
土
地
の
名
義
変
更
が

完
了
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

建
物
の
登
記
に
つ
い
て
、
旧
五
町
村
が

建
設
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど

登
記
が
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

理
由
と
し
て
、
登
記
を
し
な
く
て
も
第

３
者
か
ら
所
有
権
の
異
議
申
し
立
て
を
さ

れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
事
か

ら
登
記
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

た
だ
、
市
が
建
設
し
た
も
の
で
な
い
、

他
か
ら
買
い
取
っ
た
建
物
に
つ
い
て
は
所

有
権
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
、
疑
義
な

ど
が
生
ず
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
登
記

を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
登
記
事
務
に
つ
き
ま
し
て
も
、

検
討
し
、
違
法
な
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

♦
県
に
対
し
て
の
最
重
点
要
望
事
項
に
つ
い
て

◆
市
の
財
産
管
理
に
つ
い
て

松橋　勝利
無所属

　

平
成
19
年
第
３
回
臨
時
会
、
第
４
回
臨

時
会
が
そ
れ
ぞ
れ
11
月
19
日
、
29
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
第
３
回
臨
時
会
で
は
西
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺
整
備
に
伴
う
財

産
の
取
得
等
に
つ
い
て
審
査
し
、
ま
た
、

第
４
回
臨
時
会
で
は
、
県
人
事
委
員
会
勧

告
に
基
づ
く
県
職
員
の
給
与
改
定
に
準

じ
、
職
員
期
末
手
当
０
．
０
５
ヶ
月
分
引

き
下
げ
る
条
例
な
ど
を
承
認
・
可
決
し
て

閉
会
し
ま
し
た
。

　　
　●

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

�　

西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺
整
備

に
伴
い
、
粗
飼
料
用
の
草
地
開
発
整
備

を
す
る
た
め
周
辺
の
土
地
を
取
得
す
る

も
の
で
す
。

・
所
在
地

　

稲
垣
町
繁
田
白
旗
45
番
地
２
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
筆

・
現
況
地
目　

田

・
地　
　

積　

７
１
，
９
６
８
㎡

・
取
得
価
格　

９
，
５
２
８
万

４
，
４
９
３
円

　
　●

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

２
４
８
万
円
を
増
額

・
予
算
総
額
は

２
２
１
億
５
，
９
０
８
万
７
千
円

●
防
衛
省
及
び
東
北
防
衛
局
へ
の
陳
情

・
目�　
　

的　

Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
シ
ス

テ
ム
配
備
に
伴
う
基
地
周
辺
対
策
及

び
治
安
対
策
に
つ
い
て
の
陳
情

・
派
遣
場
所　

　
　

防
衛
省
（
東
京
都
）

　
　

東
北
防
衛
局
（
宮
城
県
仙
台
市
）

・
期　
　

日　

11
月
21
日
、
22
日

・
派
遣
議
員　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

　

�

陳
情
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
14
を
ご

覧
下
さ
い
。

●�

つ
が
る
市
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●�

つ
が
る
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
及

び
つ
が
る
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●�

つ
が
る
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�　

こ
れ
ら
の
条
例
は
、
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
及
び
青
森
県
人
事
委
員
会
の

勧
告
等
に
基
づ
き
、
一
般
職
員
や
特
別

職
、
市
議
会
議
員
等
の
期
末
手
当
を

０
．
０
５
ヶ
月
分
引
き
下
げ
る
条
例
で

す
。

答 問問

答

　

臨 

時 

会

一　般　質　問　　　　　ここが聞きたい

財 

産 

の 

取 

得

専
決
処
分
の
承
認

議
員
派
遣
の
件

条
例
の
一
部
改
正
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こ
こ
で
は
、
平
成
19
年
度
各
会

計
補
正
予
算
で
の
主
な
質
疑
応
答

の
内
容
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

●�

平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
松
橋
勝
利
委
員

防
衛
施
設
周
辺
対
策
事
業

補
助
金
の
約
２
億
５
千
万
円

の
減
額
内
容
と
不
動
産
の
売

払
収
入
に
つ
い
て

北
澤
建
設
部
次
長

山
本
財
政
部
長

　

民
生
安
定
事
業
で
屏
風
山
大

橋
の
建
設
と
車
力
地
区
の
豊
富

33
号
線
の
建
設
を
今
年
度
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
国
か
ら

の
補
助
金
等
の
変
更
に
よ
り
、

20
年
度
当
初
予
算
に
計
上
し
事

業
を
行
う
予
定
で
す
。

　

売
払
収
入
は
旧
農
業
共
済
組

合
、
南
側
の
市
有
地
が
１
，
９

３
０
万
円
、
ま
た
、
旧
川
除
小

学
校
の
跡
地
の
不
動
産
鑑
定
が

若
干
下
が
っ
た
事
に
よ
り
、
差

し
引
き
１
，
５
０
１
万
円
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

佐
々
木
直
光
委
員

果
樹
関
係
の
生
産
振
興
総

合
対
策
事
業
費
が
減
額
さ
れ

て
い
る
が
理
由
に
つ
い
て

松
橋
経
済
部
長

り
ん
ご
の
わ
い
化
事
業
と
防

風
網
の
設
置
事
業
と
し
て
、２
，

０
４
０
万
円
を
計
上
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
事
業

の
制
度
が
変
わ
り
、
防
風
網
が

補
助
対
象
外
と
な
っ
た
こ
と
等

に
よ
り
減
額
す
る
も
の
で
す
。

●�

平
成
18
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算野

呂　

司
委
員

住
宅
使
用
料
の
不
納
欠
損

額
等
の
内
容
に
つ
い
て
市
で

は
ど
の
よ
う
な
対
策
、
徴
収
対

策
を
と
っ
て
い
る
の
か
、
又
、

桜
木
・
若
緑
団
地
に
つ
い
て
、

居
住
し
て
い
な
い
の
に
、
物
置

と
し
て
使
っ
て
い
る
所
が
あ

る
と
聞
く
が
、
団
地
の
使
用
状

況
等
把
握
し
て
い
る
の
か
。

今
建
設
部
長

不
納
欠
損
額
の
内
容
は
、
８

名
分
で
昭
和
63
年
度
か
ら
平
成

12
年
度
ま
で
分
の
累
計
月
額
５

７
６
ヶ
月
分
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
自
治
法
、
民
法
等
で
時
効

が
成
立
し
て
い
る
こ
と
や
納
税

義
務
者
が
住
宅
か
ら
退
去
、
行

方
不
明
、
死
亡
、
連
帯
保
証
人

が
返
済
す
る
見
込
み
が
な
い
な

ど
の
理
由
に
よ
り
処
分
し
て
い

る
。滞
納
の
収
納
に
つ
い
て
は
、

電
話
で
の
督
促
、
訪
問
督
促
等

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
班

を
編
成
し
て
訪
問
督
促
を
強
化

し
、
併
せ
て
保
証
人
へ
の
お
願

い
、
最
終
的
に
は
、
住
宅
の
明

渡
し
の
協
議
も
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

住
宅
使
用
状
況
の
物
置
に
使

っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
に
つ
い

て
は
、
冬
季
間
の
出
稼
ぎ
や
長

期
入
院
、
施
設
へ
の
入
所
な
ど

長
期
に
不
在
し
て
い
る
住
宅
が

あ
り
ま
す
が
、
年
に
１
回
は
帰

り
、
住
宅
料
も
納
め
て
お
り
ま

す
。佐

々
木
直
光
委
員

民
生
費
の
貸
付
金
元
利
収

入
に
つ
い
て
３
万
５
千
円
の

収
入
に
対
し
未
済
額
が
約
１

千
万
円
あ
る
が
、
貸
付
金
の

内
容
と
理
由
に
つ
い
て

成
田
福
祉
部
長

昭
和
58
年
の
日
本
海
中
部
地

震
に
関
わ
る
車
力
地
区
の
災
害

援
護
資
金
で
す
。
17
件
の
貸
付

に
対
し
、
２
人
の
方
が
支
払
っ

て
お
り
ま
す
が
、
他
に
つ
い
て

は
督
促
な
ど
、
手
続
き
は
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
、
検
討
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

外
崎　

栄
委
員

固
定
資
産
税
の
不
納
欠
損

額
が
８
，
２
３
０
万
円
と
大

き
な
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

内
容
に
つ
い
て

山
本
財
政
部
長

昨
年
度
の
固
定
資
産
税
の
欠

損
額
は
約
１
，４
０
０
万
円
で
、

今
年
度
と
比
べ
る
と
約
６
倍
に

な
っ
て
い
る
。
理
由
と
し
て

合
併
の
際
に
、
各
町
村
の
不
納

欠
損
額
を
引
き
継
い
だ
訳
で
す

が
、
滞
納
額
に
つ
い
て
解
消
す

る
見
通
し
等
の
調
査
を
し
て
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
今
回
不
納

欠
損
処
分
を
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。松

橋
勝
利
委
員

市
税
や
住
宅
使
用
料
な

ど
、
多
額
の
不
納
欠
損
が
出

て
い
る
が
今
後
の
見
通
し
と

軽
自
動
車
税
等
の
徴
収
体
制

に
つ
い
て

山
本
財
政
部
長

市
と
し
て
も
納
期
限
ま
で
に

納
付
し
な
い
方
に
は
督
促
、
滞

納
処
分
に
よ
り
、
財
産
の
差
し

押
さ
え
等
行
っ
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
今
の
社
会
情
勢
の
中
、

収
入
未
済
額
が
減
ら
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
軽
自
動
車
税
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
車
検
な
ど

過
去
の
納
付
履
歴
を
明
ら
か
に

し
て
、
車
検
時
の
み
納
め
る
と

い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
対
策

を
講
じ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

問

問答

予
算
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

問答

問答

問答

答答

問

補
正
予
算
の
質
疑
応
答

決
算
の
質
疑
応
答

低樹高化により省力化されるわい化園地
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佐
藤
孝
志
委
員

納
税
貯
蓄
組
合
完
納
補
助

金
が
各
地
区
へ
ど
れ
く
ら
い

支
払
わ
れ
て
い
る
の
か

山
本
財
政
部
長

各
地
区
へ
の
内
訳
に
つ
い

て
、
納
税
貯
蓄
組
合
木
造
支
部

は
、
６
３
１
万
５
千
円
、
森
田

支
部
は
、
１
５
８
万
５
千
円
、

柏
支
部
は
１
８
４
万
２
千
円
、

稲
垣
支
部
は
２
３
１
万
２
千

円
、
車
力
支
部
が
１
６
７
万
４

千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

松
橋
勝
利
委
員

収
納
率
を
高
め
る
た
め
、

徴
収
員
を
雇
用
し
て
い
る
と

思
う
が
、
市
全
体
で
何
人
雇

用
し
て
い
る
の
か

山
本
財
政
部
長

市
全
体
で
収
納
嘱
託
員
は
１

人
雇
用
し
て
お
り
ま
す
。
現
金

を
取
り
扱
い
、
又
、
各
戸
を
回

っ
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
接
す
る

こ
と
か
ら
信
用
の
お
け
る
方
、

税
行
政
に
詳
し
い
市
役
所
を
退

職
さ
れ
た
方
を
雇
用
し
て
お
り

ま
す
。佐

藤
孝
志
委
員

知
的
障
害
者
施
設
訓
練
等

支
援
費
な
ど
が
給
付
さ
れ
て

い
る
が
、
市
内
、
市
外
ど
れ

位
の
方
が
利
用
し
て
い
る
の

か
成
田
福
祉
部
長

現
在
、
市
内
の
入
所
の
方
が

26
名
、
通
所
の
方
が
15
名
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
市
外
が
知
的

で
は
入
所
が
57
名
、
通
所
が
12

名
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

松
橋
勝
利
委
員

雑
入
に
１
３
１
万
９
千
円

の
収
入
未
済
額
が
あ
る
が
、

内
容
に
つ
い
て

成
田
福
祉
部
長

雑
入
の
未
済
額
１
３
１
万
９

千
円
は
、
14
件
の
生
活
保
護
費

の
返
還
金
で
す
。

　

長
期
就
労
の
収
入
を
隠
し
た

こ
と
が
発
覚
、
保
護
を
廃
止
し

た
件
や
保
護
開
始
後
の
保
険
料

な
ど
返
納
を
求
め
て
い
る
も
の

で
、
分
割
し
て
納
付
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

●�

平
成
18
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

松
橋
勝
利
委
員

現
年
度
分
と
滞
納
繰
越
分

の
収
入
未
済
額
が
約
４
５
０

万
円
あ
る
が
貴
重
な
自
主
財

源
を
今
後
、
ど
の
よ
う
な
徴

収
体
制
で
取
り
組
む
の
か

今
建
設
部
長

今
年
度
か
ら
現
地
訪
問
を
し

て
徴
収
に
あ
た
っ
て
お
り
、
12

月
現
在
で
す
が
、
こ
の
内
、
１

１
４
万
円
余
り
を
徴
収
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
現
地
訪
問
等

を
強
力
に
推
進
し
、
徴
収
に
あ

た
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●�

平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

白
戸
勝
茂
委
員

国
民
健
康
保
険
の
徴
収
率

は
何
％
な
の
か
、
又
、
徴
収

率
に
よ
り
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が

課
せ
ら
れ
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
な
状
況
か

山
本
財
政
部
長

鶴
賀
谷
民
生
部
長

　

平
成
18
年
度
決
算
で
現
年
度

分
が
89
．
５
％
、
滞
納
繰
越
分

が
16
．
２
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
合
計
で
71
％
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
に
つ
い
て

は
、徴
収
率
が
90
％
を
切
る
と
、

普
通
調
整
交
付
金
が
７
％
減
額

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
約
４
，
６

０
０
万
円
減
額
さ
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
る
。

し
で
も
軽
く
な
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

鶴
賀
谷
民
生
部
長

合
併
し
て
か
ら
基
金
の
取
崩

し
で
予
算
編
成
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
18
年
度
は
１
億
６
，

０
０
０
万
円
、平
成
17
年
度
は
、

１
億
８
，
０
０
０
万
円
の
基
金

の
取
崩
し
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
18

年
度
末
に
は
、
こ
の
基
金
積
立

金
が
２
，
４
３
９
万
円
し
か
な

い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

基
金
の
取
崩
し
が
な
か
っ
た
場

合
、
４
，
０
０
０
万
円
の
赤
字

に
な
る
計
算
と
な
っ
て
い
る
。

当
市
の
予
算
規
模
で
健
全
な
財

政
運
営
を
す
る
た
め
の
基
金
の

必
要
額
は
、
約
２
億
２
千
万
円

持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
医
療
費

の
高
騰
等
に
よ
る
支
払
い
が
難

し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
形
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●�

平
成
18
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

松
橋
勝
利
委
員

不
納
欠
損
４
８
３
万
円
の

内
容
に
つ
い
て
、
又
、
収
入

２
８
３
万
円
に
対
し
不
納
欠

損
が
多
い
が
今
後
の
対
策
と

見
通
し
に
つ
い
て

外
崎　

栄
委
員

国
民
健
康
保
険
税
が
と
て

も
高
く
な
っ
た
が
理
由
に
つ

い
て
、
又
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

が
課
せ
ら
れ
な
い
よ
う
徴
収

率
を
上
げ
、
交
付
金
を
満
額

も
ら
い
、
市
民
の
税
金
が
少

問答問答問

答問答

問答問

答問

答問

旧柴田小学校にある地域活動支援センター

窓口で対応する職員
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成
田
福
祉
部
長

介
護
保
険
の
不
納
欠
損
に
つ

い
て
は
、
介
護
法
に
よ
り
時
効

が
２
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

但
し
、
不
納
欠
損
処
分
を
受
け

た
人
は
、
例
え
ば
、
１
割
負
担

が
３
割
負
担
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
際
の
食
事
代
な
ど
が

自
己
負
担
と
な
る
な
ど
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
す
。
今
回

の
不
納
欠
損
は
平
成
15
年
度
16

年
度
分
で
合
わ
せ
て
、
１
５
６

名
分
と
な
っ
て
お
り
、内
訳
は
、

死
亡
や
行
方
不
明
も
あ
り
ま
す

が
、
８
割
以
上
が
生
活
困
窮
者

と
い
う
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。白

戸
勝
茂
委
員

１
度
不
納
欠
損
処
分（
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
）
を
受
け
た
場

合
、
数
年
経
つ
と
解
除
に
な

る
の
か

成
田
福
祉
部
長

い
っ
た
ん
時
効
、
不
納
欠
損

処
分
の
対
象
と
な
っ
た
ら
、
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
は
解
除
に
な
り
ま

せ
ん
。

●�

つ
が
る
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　

白
戸
勝
茂
委
員

今
回
の
改
正
は
、
年
金
を

貰
っ
て
い
る
人
が
対
象
と
な

り
、
そ
れ
以
外
の
方
は
今
ま

で
ど
お
り
な
の
か

山
本
財
政
部
長

今
回
の
改
正
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
平
成
19
年
４
月

か
ら
始
ま
り
、
そ
の
制
度
の
規

定
の
中
で
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
保
険
料
は
、
年
金
か
ら

天
引
き
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
国
保
、
後
期
、
介
護
保
険

料
の
徴
収
方
法
を
年
金
か
ら
天

引
き
す
る
よ
う
一
元
化
を
図
る

も
の
で
す
。

安
田　

裕
委
員

こ
の
法
改
正
に
つ
い
て
、

市
民
へ
ど
の
よ
う
に
周
知
す

る
の
か
。
又
、
今
実
施
す
る

と
該
当
者
は
ど
れ
位
い
る
の

か
。

国
民
健
康
保
険
課
長

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て
は
西
北
五
広
域
連
合
か
ら

１
月
下
旬
に
毎
戸
チ
ラ
シ
で
周

知
す
る
予
定
で
す
。
又
、
今
回

の
税
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

は
、
広
報
な
ど
を
利
用
し
て
市

民
に
周
知
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
２
千

人
程
度
の
人
が
該
当
す
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

安
田　

裕
委
員

医
療
費
を
抑
制
す
る
た

め
、
保
健
師
活
動
を
徹
底
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
何

名
配
置
し
て
い
る
の
か
、
又
、

医
療
費
は
昨
年
と
比
べ
ど
れ

位
増
大
し
、
当
市
に
お
け
る

疾
病
状
況
、
要
因
等
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。

長
谷
川
総
務
部
長

鶴
賀
谷
民
生
部
長

　

保
健
師
は
、
現
在
19
人
配
置

し
て
お
り
ま
す
。
医
療
費
に
つい

て
は
、
10
月
ま
で
の
分
を
平
成

18
年
度
と
対
比
す
る
と
１
ヶ
月

分
で
１
，
２
５
０
万
円
ほ
ど
伸
び

て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年

度
は
１
億
５
，
０
０
０
万
円
ほ
ど

伸
び
る
と
予
想
し
て
い
る
。

　

当
市
に
お
け
る
疾
病
別
は
、

18
年
の
調
査
で
、
高
血
圧
に
よ

る
疾
患
が
43
％
、
糖
尿
病
・
歯

痛
が
各
10
％
、
風
邪
・
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
６
％
と
上
位
を
占

め
て
い
る
。

　

最
近
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
に
よ
る
高
血
圧
な
ど
の
疾
患

が
高
い
状
況
と
な
って
い
ま
す
。

●�

つ
が
る
市
行
政
財
産
使
用
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

安
田　

裕
委
員

税
金
の
プ
ー
ル
な
ど
金
銭

的
な
ト
ラ
ブ
ル
が
報
道
さ
れ

て
い
る
が
、
施
設
や
支
所
に

お
け
る
使
用
料
な
ど
の
現
金

の
取
扱
い
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か

長
谷
川
総
務
部
長

支
所
及
び
施
設
で
は
、
担
当

窓
口
で
申
請
書
と
現
金
を
受
領

し
、
施
設
ご
と
に
徴
収
し
た
現

金
を
銀
行
に
振
込
む
手
順
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

●�

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

安
田　

裕
委
員

広
域
連
合
に
弘
大
の
医

師
を
顧
問
と
し
て
、
１
人
非

常
勤
で
置
く
と
い
う
こ
と
だ

が
、
報
酬
な
ど
は
決
ま
っ
て

い
る
の
か

成
田
総
務
部
次
長

現
段
階
で
は
、
報
酬
と
し
て

月
額
50
万
円
で
年
間
６
０
０
万

円
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●�

つ
が
る
市
都
市
計
画
審
議
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

長
谷
川
徹
委
員

都
市
計
画
審
議
会
の
委
員

を
10
人
か
ら
15
人
以
内
に
変

え
た
が
、
選
考
の
基
準
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
又
、

識
見
者
だ
け
で
な
く
一
般
市

民
の
枠
な
ど
設
け
る
の
か

建
築
住
宅
課
長

こ
れ
ま
で
学
識
経
験
者
と
し

て
県
職
員
、
商
工
会
会
長
、
Ｊ

Ａ
、
土
地
改
良
区
な
ど
を
識
見

者
と
し
、
そ
の
他
一
般
市
民
も

選
任
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
委
員
選
任
に
つ

い
て
は
、
一
般
公
募
な
ど
を
行

っ
て
い
る
所
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
新
し
い
取
り
組
み
も
視
野

に
入
れ
検
討
し
た
い
と
考
え
て

問 答

常
任
委
員
会
の
審
査

問問 答

答問答

問答

問

問

答答

答

総
務
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会
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い
ま
す
。

外
崎　

栄
委
員

新
た
に
都
市
計
画
を
策
定

す
る
た
め
増
員
す
る
の
か

建
築
住
宅
課
長

都
市
計
画
は
、
旧
木
造
で
策

定
し
た
も
の
を
つ
が
る
市
に
置

き
換
え
、
木
造
の
市
街
地
、
森

田
、
柏
の
一
部
が
範
囲
と
し
て

入
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
見

直
し
を
す
る
際
に
、
幅
広
い
地

域
の
方
か
ら
も
意
見
を
聞
く
た

め
に
増
や
す
も
の
で
す
。

佐
々
木
直
光�

副
委
員
長

現
行
の
条
例
で
は
、
識
見

者
４
名
な
ど
人
数
に
つ
い
て
も

規
定
し
て
い
る
が
、
今
回
は

人
数
規
定
を
設
け
な
い
の
か

建
築
住
宅
課
長

ほ
と
ん
ど
の
市
が
総
数
で
規

定
し
て
お
り
、
識
見
者
何
人
と

い
う
よ
う
に
定
め
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と

か
ら
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

は
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
選
任
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●�

つ
が
る
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

佐
々
木
直
光　

副
委
員
長

柏
地
区
の
玉
水
、
鷺
坂
に

住
宅
を
取
り
壊
し
た
更
地
が
あ

る
が
、
利
用
計
画
等
あ
る
の
か

建
築
住
宅
課
長

岸
田
団
地
、
玉
水
団
地
は
取

り
壊
し
を
行
い
、
地
区
か
ら
は

集
会
所
の
駐
車
場
と
し
て
利
用

し
た
い
と
い
う
要
望
を
聞
い
て

お
り
ま
す
。
鶴
山
団
地
、
清
見

団
地
は
、
利
用
計
画
に
つ
い
て

は
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

●��

市
道（
林
ー
立
花
線
）
舗
装
に

関
す
る
請
願

齊
藤　

進
委
員

テ
ン
プ
ラ
舗
装
さ
れ
て
い
る

が
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て

北
澤
建
設
部
次
長

こ
れ
ま
で
の
状
況
に
つ
い
て

は
平
成
13
年
度
か
ら
16
年
度
に

か
け
稲
垣
の
排
水
機
場
を
農
政

局
が
整
備
し
た
わ
け
で
す
が
農

政
局
と
協
議
し
、
平
成
14
年
に

農
政
局
が
舗
装
し
た
も
の
で
、

市
は
整
備
を
し
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

長
谷
川　

徹
委
員

舗
装
す
る
工
事
費
は
ど
れ

位
か
か
る
の
か

北
澤
建
設
部
次
長

上
層
路
盤
10
セ
ン
チ
、
舗
装

圧
が
５
セ
ン
チ
の
改
良
工
事
の

概
算
事
業
費
で
約
２
，
２
０
０

万
円
と
考
え
て
い
ま
す
。

外
崎　

栄
委
員

厳
し
い
財
政
の
中
、
一
般

財
源
で
事
業
を
進
め
る
に
は

厳
し
い
と
考
え
る
が
、
何
か

起
債
や
補
助
事
業
な
ど
で
整

備
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

北
澤
建
設
部
次
長

優
先
的
に
は
生
活
道
路
が
先

に
な
る
。
冬
期
間
の
除
雪
区
域

外
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
ラ
ン

ク
も
下
が
り
補
助
事
業
に
な
じ

ま
な
い
こ
と
か
ら
、
実
施
す
る

と
す
れ
ば
過
疎
債
な
ど
の
起
債

で
整
備
す
る
し
か
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●�

つ
が
る
市
木
造
亀
ヶ
岡
考
古
資

料
の
保
存
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

成
田
克
子
委
員

学
習
の
一
環
と
し
て
小
・

中
・
高
・
大
学
生
を
無
料
に

し
て
、
一
般
の
人
を
３
０
０

円
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
検

討
し
な
か
っ
た
の
か

半
田
教
育
委
員
会
次
長

小
・
中
学
生
は
、
教
育
活
動

の
部
分
に
つ
い
て
無
料
扱
い
と

し
て
お
り
ま
す
。
一
般
的
に
入

館
す
る
際
の
料
金
を
統
一
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

●�

つ
が
る
市
保
育
所
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

三
上　

洋
委
員

平
成
20
年
度
４
月
か
ら
川

除
保
育
所
、
丸
山
保
育
所
、

車
力
保
育
所
が
廃
止
に
な
る

が
、
廃
止
後
の
児
童
の
受
け

入
れ
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か

成
田
福
祉
部
長

川
除
保
育
所
は
社
会
福
祉
法

人
に
民
営
化
さ
れ
、
丸
山
、
車

力
保
育
所
は
廃
止
に
な
り
ま

す
。
児
童
の
受
け
入
れ
体
制
に

つ
い
て
は
、
現
在
希
望
を
と
っ

て
お
り
、
１
月
下
旬
に
は
申
込

み
先
が
は
っ
き
り
す
る
状
況
に

有
り
ま
す
。

佐
藤
孝
志
委
員

民
間
委
託
或
は
廃
止
と
な

っ
た
保
育
所
の
職
員
や
臨
時

職
員
の
方
の
処
遇
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か

成
田
福
祉
部
長

正
職
員
に
つ
い
て
は
原
則
保

育
所
間
内
で
の
異
動
を
検
討
し

て
お
り
、
非
常
勤
の
職
員
に
つ

い
て
は
、
民
営
化
先
に
雇
用
を

お
願
い
す
る
と
い
う
こ
と
で
話

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

問答問答

問答問答

答問答

問

問

問 答答

答

問

教
育
民
生
常
任
委
員
会

破損が著しい現場で説明を聞く委員

４月に民営化が予定されている川除保育所
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　江津市は、平成16年に「甍が映える住み続けたくなる江津の住まいづ
くり・まちづくり」を住宅政策のテーマに住宅マスタープランを策定し、
狭あい道路の拡幅整備、水防災対策事業、赤瓦(石州瓦)の利用促進、歴
史的まち並の活用、市街地と連携した公的住宅の整備等の重点施策を実
施、特に、古くからの石州瓦の産地として、赤瓦を利用した家並み景観
の保全事業に力を入れ、石州瓦の利用に対する助成制度と地場産業活性
化の促進をあわせ持った事業を展開、また、都市機能の充実と市民の利
便性の向上を考えたシビックセンターゾーン計画（CCZ計画）を策定し、
病院、保育所、老人福祉施設、市営住宅の建設事業を一箇所に集積した
まちづくりを実施しており、今後の当市住宅マスタープラン策定に大変
参考となる研修となりました。

　米子市では、平成17年３月31日、新設合併方式により西伯郡淀江
町との合併を機に、「交流と連携を育むまちづくり」を目指し、「米
子市将来都市計画道路網」を策定。現在進められている山陰道に合
わせた平成42年までの交通量を指標に、観光地域までのアクセス道
の整備(皆生温泉)、米子駅周辺道の整備、旧淀江町及び各集落を結ぶ
道路整備の事業を展開し、全体計画の約68％の進捗率である。また、
観光客の誘致という観点からＪＲ米子駅、米子空港からの二次交通
の整備が重要課題となっており、皆生温泉まで�のアクセス道につい
ては、平成19年度で完成する予定とのことでした。

　大阪府貝塚市では観光マップ（山手遍・海手遍）の作成とともに観光
案内所の設置・ボランティアガイドの育成等について整備されており、
地域の観光周知に力を入れ、宣伝効果が上がっていると説明を受けま
した。また、誘致企業自体が行っている、体験学習施設等も見学の目
玉となっており、誘致・観光がうまく融合して市の活性化が行われて
いる事について視察して来ました。

　ＪＡ糸満の直売所では、大型駐車場完備の施設であり、観光バス
も立ち寄っていた。施設の運営・管理・雇用は、売上手数料ですべ
て行われており、自立した施設と言える。年々、会員数も増加して
おり、生産者の意識も向上し、品質のよい農産物に取り組む姿勢が
見られてきているとの事でした。

　沖縄県糸満市で行っている観光農園では、第三セクターで行ってい
る施設だそうです。運営状況は、熱帯果実のパッションフルーツの生
産に力を入れ、専門業者に発送し、加工品としてワインの製造を行な
っており、大きな収入源となっているとの事でした。農園自体も年間
をとおしさまざまな行事が催され、市内外から来園し賑わっており、
果樹園の栽培、ハーブガーデン教室、パークゴルフ場と子供から大人
まで楽しめる施設でありました。

常任委員会の行政視察報告 先進自治体の事例を学ぶため、各常任委員会が視
察を行いました。その概要をお知らせいたします。

◆建設常任委員会　　視察先：島根県江津市・鳥取県米子市（10月24日〜26日）

◆経済常任委員会　　視察先：大阪府貝塚市・沖縄県糸満市（11月12日〜15日）

貝塚市議会委員会室にて

糸満観光農園にて

CCZ計画による江津総合病院

米子市議会委員会室にて

JA糸満「うまんちゅう市場」
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◆総務常任委員会　　視察先：愛知県愛西市・沖縄県宜野湾市（11月₆日〜₉日）

◆教育民生常任委員会　　視察先：北海道伊達市・岩見沢市（10月29日〜31日）
　伊達市の障害者福祉「伊達地域生活支援センター」について
視察しました。当センターは昭和48年に市の中心部に「旭寮」
を開設したのがきっかけとなり、ここを拠点に知的障害者の地
域生活支援に向けた取り組みが行われるようになりました。入
所していた方の「施設を出て普通に街で暮らしたい」との思い、
願いに応えるため、地域への移行に向けた取り組みが展開、現在、
民間のアパートやグループホーム等に408人の障害のある方が中
心市街地に暮らしている。実際に障害のある方が、「街の中に住
み」、「街の中で働き」、「街の中を歩く」という、人とのふれ愛
により普通の暮らしが構築されていました。
　伊達市での、街・地域が支える障害者の地域生活について多
くの事を学ぶ事ができました。

　岩見沢市で行われている「学校選択制」について視察しました。
この学校選択制は従来の通学区域制度を最優先し、制度を維持
しつつ市内10校の中学校を選択する事ができる制度です。実施
によるメリットについては、生徒や保護者のニーズに応えるた
め、各学校が特徴ある学校活動の改善などを図っている点や各
学校の取り組みについて学校説明会を行うなど、より一層開か
れた学校づくりが必要になり、又、子ども自身が教育、スポー
ツ環境などを見て選ぶことにより、これまでの「行かなければ
ならない学校」から「行きたい学校」へ変わる事が効果として
挙げられていました。岩見沢市での新たな取り組みの一例とし
て学校選択制について多くを学ぶことができました。

　２町２村が平成17年４月１日に合併し、愛知県内で初の新設合併で人口６万７千
人の市として誕生した愛西市へ「行政改革について」の視察研修をしました。
　平成18年10月に「行政改革大綱」を策定し、21年度までの「第１期推進
計画」を集中改革　プランと位置づけることとした。財政は、市税などの
自主財源が少なく、収入増加は期待できない状況にある為、10年後の目標
値を達成するため、削減目標額を示すこととした。「持続可能な行政運営」
が出来る事を前提で、行政評価システムの導入を平成20年４月１日より施
行し、住民アンケートより満足度調査を、ロジックモデルシートを活用し
ながら事務事業の見直しを図り、必要な事業を実施していくそうです。ま
た、愛西市は分庁方式を取り入れ、本庁と４庁舎で、１庁舎の維持管理が
年間４億円となることから、総合支所のあり方を含め、組織・機構の見直しを検討中とのことでした。
　視察内容が、当市において十分参考になる研修でありました。

　宜野湾市では、米軍基地周辺の安全対策・騒音対策・犯罪及び訓練以外
の事故などの視察研修です。市の基地対策部の職員がDVDを作成し、2004
年に沖縄国際大学構内へ米軍ヘリコプターが墜落した模様や市民の怒りの
抗議がありました。４月から視察前日までの苦情電話及び基地被害110番
に131件の電話やFAXがありました。内容は大分部分が騒音苦情です。「夜
７時頃〜９時までの間に戦闘機のような飛行機が、家の上空低い高度で25
回旋回している」また「赤ちゃんが寝ているのに２〜３分おきに通り寝よう
としても起こされて泣き、小さいのに神経質になっている」などです。
　視察の当日も、暑いので窓を開けていたが、大きな騒音でまるで戦争で
も始まるかのようでした。毎日あのような騒音に耐えて生活しているとは、

想像以上の苦痛だと実感しました。また、米軍の犯罪、事件についても恐怖でいっぱいなのではないかと思わ
れました。

ふれ愛ショップ「ふきのとう」での手芸作業の様子

岩見沢市議会 委員会室にて

宜野湾市の会議室にて

愛西市議会 委員会室にて
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基
地
特
別
対
策
委
員
会
で

は
、
平
成
19
年
11
月
21
日
、
22

日
の
両
日
、
米
軍
再
編
交
付
金

の
算
定
作
業
を
進
め
て
い
る
防

衛
省
及
び
東
北
防
衛
局
を
訪

ね
、
基
地
周
辺
整
備
に
関
す
る

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

陳
情
の
内
容
に
つ
い
て
髙
橋

議
長
及
び
木
村
太
郎
衆
議
院
議

員
よ
り
要
望
事
項
で
あ
る
別
表

の
３
点
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
防
衛
省
か
ら

は
、
使
途
の
拡
大
及
び
適
用
基

準
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
陳
情

の
当
日
、
再
編
交
付
金
の
発
表

が
あ
り
、
つ
が
る
市
に
は
19
年

度
に
３
億
７
，
７
０
０
万
円
余

り
を
今
後
10
年
間
、
総
額
30
億

円
余
り
を
支
給
す
る
予
定
。又
、

再
編
関
連
事
業
に
つ
い
て
も
地

元
の
事
情
に
配
慮
で
き
る
よ
う

柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

　

民
生
安
定
事
業
に
つ
い
て

は
、こ
れ
ま
で
も
消
防
自
動
車
、

除
雪
機
の
購
入
や
道
路
改
良
事

業
と
し
て
の
豊
富
33
号
線
等
継

続
事
業
と
し
て
所
要
額
を
確
保

す
る
よ
う
予
算
要
求
を
し
て
お

り
、
今
後
も
事
業
が
実
施
で
き

る
よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、米
軍
関
係
者
ら
の
事
件
・

事
故
防
止
に
つ
い
て
は
、
事
件

は
発
生
し
て
い
な
い
も
の
の
、

事
故
の
発
生
が
多
く
、
今
後
、
冬

季
間
に
は
い
る
こ
と
か
ら
冬
道
の

交
通
安
全
に
対
す
る
指
導
等
を
徹

底
す
る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。
と

述
べ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
白
戸
基
地
特
別
対
策
委

員
長
が
そ
の
他
の
要
望
と
し
て
、

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
営
農
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
屏
風
山
畑
作

地
帯
の
か
ん
が
い
施
設
に
つ
い
て

民
生
安
定
施
設
整
備
事
業
と
し

て
、
計
画
ど
お
り
採
択
さ
れ
る
よ

う
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
防
衛
省
は
、
明
言

は
避
け
た
も
の
の
、今
後
も
地
元
、

青
森
県
と
密
接
な
連
携
を
と
り
な

が
ら
事
業
実
施
に
向
け
努
力
し
て

い
き
た
い
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

基地周辺整備対策に関する要望内容基地周辺整備対策に関する要望内容
・再編関連特別事業に係る対象事業の使途の
　拡大と適用基準の緩和。
・民生安定助成事業に係る所要額の確保。
・米軍関係者らに対する事件・事故を防止す
　るための徹底した指導。

防衛省に要望書を提出

要望書を手渡す髙橋議長

要望事項について理解を求める
基地対策委員長　　　　　　　

基地周辺整備に関し、理解を求め説明する木村衆議院議員
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平
成
19
年
11
月
19
日
に
臨
時
会

終
了
後
、
会
議
室
に
お
い
て
つ
が

る
市
議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
研
修
会
で
は
、
昨
年
６

月
15
日
に
成
立
し
た
「
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
に
つ
い
て
、
青
森
県
総
務

部
市
町
村
振
興
課
、
越
前
課
長
代

理
、
坂
本
財
政
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ

ー
を
講
師
に
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
自
治
体
再

建
法
は
、
普
通
会
計
の
み

が
対
象
で
、
赤
字
が
標
準

財
政
規
模
の
20
％
を
超
え

る
と
財
政
再
建
団
体
へ
転

落
。
そ
れ
ま
で
は
、
健
全

団
体
と
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
又
、
特
別
会
計
に
い

た
っ
て
は
、
赤
字
が
あ
っ

て
も
問
題
と
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
結
果

一
昨
年
、
北
海
道
夕
張
市

の
よ
う
な
財
政
破
綻
が
起

き
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
新
法
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
新
法
で
は
、
平
成
20
年
度

決
算
か
ら
４
つ
の
財
政
指
標
に
基

づ
い
て
市
町
村
の
財
政
健
全
度
が

判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

財
政
の
健
全
度
を
判
断
す
る
指
標

は
、
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質

赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、

将
来
負
担
比
率
の
４
指
標
で
判
断

し
、
こ
の
指
標
の
う
ち
一
つ
で
も

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
る
と
、

早
期
健
全
化
団
体
と
な
り
、
そ
れ

つ
が
る
市
議
員
研
修
会
を
開
催

よ
り
悪
い
財
政
再
生
基
準
を
超
え

る
と
従
来
の
赤
字
再
建
団
体
に
あ

た
る
財
政
再
生
団
体
と
な
り
ま

す
。
財
政
再
生
団
体
に
な
っ
た
場

合
、
財
政
再
生
計
画
を
策
定
し
、

赤
字
を
期
間
内
に
解
消
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か

ら
講
師
ら
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
行

政
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
必
要
が
あ

り
、
平
成
20
年
度
当
初
予
算
の
審

査
が
議
会
と
し
て
も
重
要
で
、
注

意
深
く
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

な
ど
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
を
判
断
す
る
た
め

次
の
財
政
指
標
は
、
４
つ
の
規
定

が
指
標
と
な
り
ま
す
。

①�

実
質
赤
字
比
率
は
、
こ
れ
ま
で

の
再
建
法
に
お
け
る
赤
字
比
率

と
同
様
の
も
の
で
す
が
、
対
象

と
な
る
会
計
の
範
囲
が
絞
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

②�

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
新
た

に
導
入
さ
れ
た
指
標
で
、
こ
れ

ま
で
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
全

会
計
を
カ
バ
ー
す
る
フ
ロ
ー
指

標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③�

実
質
公
債
費
比
率
は
、
地
方
債

の
事
前
協
議
制
度
移
行
に
と
も

な
い
既
に
用
い
ら
れ
て
い
る
指

標
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

④�

将
来
負
担
比
率
は
、
新
た
に
導

入
さ
れ
る
、
公
営
企
業
、
公
社

や
出
資
法
人
等
を
含
め
一
般
会

計
の
将
来
の
負
担
を
把
握
す
る

た
め
の
指
標
で
、
①
〜
③
の
フ
ロ

ー
指
標
に
対

し
ス
ト
ッ
ク

指
標
と
な
る

も
の
で
す
。

　

公
営
企
業
に

関
し
て
は
、
資

金
不
足
比
率
が

経
営
健
全
化
の

指
標
と
し
て
用

い
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

項　　　目 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 11.25％〜 15％ 20％以上
連結実質赤字比率 16.25％〜 20％ 30％以上
実質公債費比率 25％以上 35％以上
将 来 負 担 比 率 350％以上 −

実 質 赤 字 比 率：普通会計を対象とした実質赤字の標準財政
　　　　　　　　　規模に対する比率
連結実質赤字比率：全会計を対象とした実質赤字（又は資金の
　　　　　　　　　不足額）の標準財政規模に対する比率
実質公債費比率：普通会計が負担する元利償還金及び準元利
　　　　　　　　　償還金の標準財政規模に対する比率
将 来 負 担 比 率：普通会計が将来負担すべき実質的な負債の
　　　　　　　　　標準規模に対する比率
標 準 財 政 規 模：当該団体の一般財源の標準規模を示した額
　　　　　　　　　であり、当該地方公共団体の普通交付税算
　　　　　　　　　定における標準税収入額と譲与税等に普通
　　　　　　　　　交付税を加算した額

地 

方 

公 

共 

団 

体

一 般 会 計

特 別 会 計

一部事務組合･広域連合
地方公社･第三セクター等

うち
公営企業会計･
病院事業など

普 通 会 計

※公営企業会計
　ごとに算定

公営事業会
計･国民健康
保険･介護保
険など

（地方公共団体健全化法）

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率

健全化判断比率等の対象について健全化判断比率等の対象について

法律について講演する坂本財政グループリーダー

講師に質問する議員
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新
年
を
迎
え
早
２
ヶ
月
、
正
月

太
り
に
お
困
り
の
方
も
多
い
の
で

は
・
・
・
私
も
そ
の
一
人
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
と
い
う

言
葉
を
み
な
さ
ん
も
１
度
は
耳
に

し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
肥
満
、

特
に
内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
し
た
肥

満
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
と
い
う
ら
し

い
が
、
こ
の
メ
タ
ボ
が
最
近
増
加

し
て
い
る
と
い
う
。
生
活
習
慣
病

で
あ
る
高
血
圧
症
・
高
血
糖
・
高

脂
血
症
が
重
な
り
動
脈
硬
化
が
一

段
と
進
む
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

メ
タ
ボ
の
原
因
は
肥
満
に
あ

る
。
簡
単
な
こ
と
だ
が
消
費
カ
ロ

リ
ー
と
摂
取
カ
ロ
リ
ー
が
崩
れ
、

結
果
、
余
分
な
も
の
は
、
脂
肪
と

し
て
蓄
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
健
康

な
体
を
維
持
す
る
た
め
個
人
は
ウ

ェ
ス
ト
の
ス
リ
ム
化
、
行
政
は
財

政
の
ス
リ
ム
化
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

　

私
も
実
践
し
秋
に
結
果
を
報
告

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

編 

集 

後 

記

　

つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド
推
進
会
議
の

委
員
で
あ
る
髙
橋
議
長
と
齊
藤
経

済
常
任
委
員
長
ら
が
１
月
18
日
、

東
京
都
に
あ
る
㈱
ヤ
マ
タ
ネ
な
ど

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

㈱
ヤ
マ
タ
ネ
は
、
大
正
13
年
創

業
の
米
穀
卸
業
の
大
手
企
業
で
、

近
年
の
「
米
を
め
ぐ
る
情
勢
」
に

つ
い
て
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
訂　

正
】

つ
が
る
市
議
会
だ
よ
り
第
12
号

　
　

�（
平
成
19
年
11
月
発
行
）の
記
載
内

容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

訂
正
し
関
係
者
の
方
々
に
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

Ｐ
12
の
委
員
会
の
活
動

〈
誤
〉�

つ
が
る
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

〈
正
〉�

つ
が
る
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー

10　　　月

1
つがる市斎場修抜式
愛媛県西予市議会だより編集委員会来庁

3 青森県市議会議員研修会
10 全国市議会議長会基地協議会東北支部会第15回定期総会
12 つがる市農産物ブランド化推進会議
14 木造高等学校創立80周年記念式典・祝賀会
15 地方分権改革推進青森県総決起大会
21 つがる市人会（仮称）設立総会

11　　　月

5
青森県市議会議長会第２回定期総会
第二津軽大橋建設事業促進協議会総会

6 総務常任委員会行政視察研修
12 経済常任委員会行政視察
17 つがーるちゃんの農産物フェア（イオン柏）
19 平成19年第3回臨時会
21 基地対策等別委員会陳情（仙台〜東京）
27 青森県後期高齢者医療広域連合会会議
28 青森県市議会議長会知事を囲む懇談会
29 平成19年第4回臨時会

12　　　月
4 議会運営委員会

10 平成19年第4回定例会（〜 19日）
11 予算決算特別委員会（〜 13日）

14
総務常任委員会
建設常任委員会

17 教育民生常任委員会
１　　　月

4 新年祝賀会
5 つがる市消防団出初式

17
農産物ブランド化推進会議　販売戦略視察研修（18日）
道路特定財源の確保を求める県緊急総決起大会（副議長）

議　会　の　動　き
　

担
当
者
か
ら
青
森
県
産
米
に
つ

い
て
、
こ
こ
数
年
つ
が
る
ロ
マ
ン

の
知
名
度
が
徐
々
に
上
が
っ
て
き

て
い
る
状
況
や
、
首
都
圏
に
お
け

る
消
費
動
向
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
一
人
家
庭
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
無
菌
包
装
米
飯
の
消
費
や

無
洗
米
が
伸
び
て
い
る
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

は
、
新
潟
県
の
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
で
10
年
間
の
時
間
を
要
し
て
い

る
こ
と
あ
げ
、
ブ
ラ
ン
ド
化
は
大

変
時
間
の
か
か
る
事
業
だ
が
、
視

「
つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド
」へ
の
一
歩

首
都
圏
で
意
見
交
換

　

議
会
だ
よ
り
は
、
新
年
度
か

ら
「
広
報
つ
が
る
」
と
「
議
会

だ
よ
り
」
を
一
冊
に
ま
と
め
皆

様
に
お
届
け
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
読
ま
れ

る
紙
面
を
み
な
さ
ん
に
お
届
け

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

﹁
市
議
会
だ
よ
り
﹂が

一
新
し
ま
す

点
を
変
え
、
一
般
消
費
者
向
け
だ

け
で
な
く
、
外
食
産
業
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
取
り
組
む
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
、
な
ど
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

▶
米
の
取
引
に
つ
い
て

　
　
　

説
明
す
る
担
当
者

▶
市
の
概
要
等

　
　

あ
い
さ
つ
を
す
る
議
長

つ
が
る
ブ
ラ
ン
ド
推
進
会
議


